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第１章  はじめまして 

 
 運命的な出会い  

 

 プレイボゥドッグトレーナーズアカデミーの校長、森山 敏彦です。 

ドッグトレーナーのお仕事に興味を持っていただきありがとうございます。 

 

 唐突ですが実は私は３０歳までサラリーマンをしていました。 

そんな私がなぜドッグトレーナーの道を選んだのかお話させていただきます。 

 

 ２０代の頃、私は都内の某ホテルでレストランや宴会などを担当する部署で働いていま

した。ホテルマンのサービスはサービス業の中でも注目されるほどレベルの高いものです。 

 

 レストランに勤務しているときですが、待機の姿勢と言うものがありまして「常にお客

様に意識を向け、しかし直接お客様の目を見るのではなくテーブルの上を見ながら左右の

どちらかの片足に重心を置きお客様から呼ばれたら即座に対応できるようにする」と言う

マニュアルがありました。 

  

 敬語もそのときに身につけましたがまだ新人の頃、必死になって覚えたせいか寝言で「コ

ーヒーでございますか？」と自分の声で眼を覚ましたことがあります。 

 

 後にドッグトレーナーになってから、あまりにも堅苦しい敬語で飼い主さんと話すと親

近感が生まれませんのでわざと言葉を崩すのに苦労した覚えがあります。 

 

私はホテルマンの仕事が大好きでした。 

 

 ホテルマンの仕事はコックさんや板前さんはもちろんですが、バーテンダーからウエー

ター、ドアマンやフロント係にいたるまでホテルマンスピリッツが脈々と流れていて、仕

事に対する気持ちも職人に近いものがあります。 

 

そんな感覚も今のドッグトレーナーの仕事を選ぶきっかけとなったような気がします。 

 

 ある日、仕事帰りに駅に向かう途中、道路に「○○ドッグスクール」と車の横に書いて

あるバンが停まっていて、傍らに犬の訓練士らしき人が黒いラブらドールを連れてチラシ
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を配っていました。 

 

 犬好きな私は何気なくチラシを手にとって歩きながら読み始めました。 

 

 内容は「貴方の愛犬に家庭犬の訓練をします」といった感じなのですが、その中に小さ

な文字で端っこに「見習い訓練士募集」と書いてあるではないですか！なぜか私はその文

字が頭から離れなくなってしまったのです。 

 

 子供の頃は上野動物園でパンﾀﾞの飼育係になるのが夢だった私は小さなときから動物が

大好きだったのですが家が借家だったために動物を飼うことが出来ませんでした。 

  

 その頃は犬も一人でお散歩をするのがまだ当たり前の時代でしたから、学校が終わると

路上で日向ぼっこをしている犬や猫と暗くなるまで戯れていたりするのが大好きでした。 

 

 しかし大人になって一人暮らしと共に全く犬とは無関係な仕事に就いた私は「本当は犬

が飼いたいんだけどアパート暮らしだし飼っても忙しくて世話も出来ないし、飼うのは無

理かな」と心の中で犬を飼いたい気持ちを無意識のうちに封印していました。 

 

 しかし、あの「見習い訓練士募集」の小さな文字を見た瞬間、私の心の中で封印が見る

見る溶けていくのを感じたのです。 

 

 なんと言うか「これは運命との出会いだ」ぐらいの勢いで「犬の訓練士になりたい」と

いう思いが心の中からふつふつと沸いて来たのです。 

 

 それは犬が好きなんだけど「一生犬は飼えないかな～」と勝手に思い込んでいたのに、「何

だそうか！仕事にしてしまえば犬とず～と一緒にいられるんだ」と、とてもシンプルなこ

とに気づいたのです。 

 

 訓練所での見習い生活 

 

 ホテルマンの仕事には未練があったのですが、それよりももっと強く何か運命の糸に引

き寄せられるような感覚で、すぐにチラシの訓練所に連絡を入れ、面接を受け１ヵ月後に

は見習い訓練士として働き始めていました。  

 

御年３０歳からの見習い人生です 
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 どこの世界でも同じだと思うのですが見習いという立場はまずは雑用から初めて徐々に

仕事を教えてもらうのが一般的かと思います。 

 

 私の勤めた訓練所はもちろん雑用はたくさんあるのですが幸か不幸か一般的な警察犬訓

練所のように「最初は雑用ばかりで犬には触れない」と言うようなこともなく雑用の合間

に犬の訓練を教えてもらうことが出来ました。 

 

その頃の犬の訓練は今では想像も出来ないほど厳しい方法を使っていました。 

 

 問題行動をもった犬たちはもちろん厳しい訓練で治すのですが、それ以外のあまり問題

のない犬たちにも結構厳しい訓練を行います 

 

 訓練所に勤め始めた頃は「こんなにしなければ犬は言うことを聞かないのかな？」と疑

問に思いながら毎日訓練をしていました。 

 

 訓練所の仕事は体力勝負ですので１日が終わると遊びに行く気持ちもおきず、食事を済

ませるとすぐに布団にもぐりこみ眠りに就く毎日が続き、数年の時が経つと、いつしか「こ

んなに厳しくしなくてもいいんじゃないかな」と戸惑う心も無くしてしまったのです。 

 

 訓練所に預けられる犬たちは、近所から苦情が来るほどうるさく吠えたり、飼い主に噛

み付いたりといった問題を抱えている子が尐なくありません。 

 

 飼い主さんにお話を聞いてみると「犬ってディズニー映画に出てくるように何でも飼い

主の言うことを聞くと思った」と思っている飼い主さんがとっても多いんですね。 

 

 しかし現実は違うのです。 

 

 犬は教育しなければトイレの場所を勝手に覚えてくれませんし、テーブルの足やスリッ

パをかじるし、外で見知らぬ音がすればワンワン吠えるし、社会化しなければ他の犬や人

を怖がるようになってしまうし、甘やかして育てれば飼い主にも攻撃してくるようになっ

てしまう動物なのです。 

 

 ディズニー映画のようには行かないんですね！ 

 

 訓練所ではお客様の犬をお預かりして訓練をするいわゆる預託訓練なのですが、うるさ

く吠えていた犬や、触ろうとすると噛みつくような犬も私たちプロが扱うと短期間で殆ど
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問題なく扱えるようにすることが出来ました。 

 

 犬をお預かりして１ヶ月経ち訓練士に対しては問題行動を起こさないレベルになると飼

い主さんが面会に来ます。 

  

 面会では飼い主さんにも私たちが行っている厳しい訓練の方法を同じようにお教えする

のですが、飼い主さんは問題はあるにせよ自分のかわいい愛犬にそんなことはしたくない

のです。 

 

 そんな飼い主さんに「飼い主は犬のリーダーにならなければいけないんですよ！なめら

れてはいけません」と説き伏せて厳しく接してもらうんです。 

 

 だけど飼い主さんは犬とベッドで一緒に寝たり、抱っこしたり、お洋服を着せてドッグ

カフェで一緒にお茶をしようと思って犬を飼ったわけですから今までそんなに厳しく自分

の犬に接したことがないんですね！ 

 

 ですから当然、飼い主さんは訓練が楽しくないんです！でも最終的にはせっかく高いお

金を払って訓練を入れてもらっているのだから仕方なく私たちの言う通りにやってくれま

す。 

 

 すると犬は訓練士が目の前にいるし、いつも厳しい訓練を受けている場所ですから飼い

主の指示にもちゃんと従うんですよ。 

 

 しかし殆どの犬は飼い主の指示に従っているのではなく訓練士がそばにいるので仕方な

く飼い主の指示にも従っているだけなんです。 

 

 そんなことを繰り返しながらさらに数ヶ月経つと預託訓練は終了し、犬たちはおうちに

帰っていきます。 

 

 犬たちは最初はおうちに帰っても訓練所ですごした数ヶ月の記憶がありますから飼い主

さんの支持に従うのですが、飼い主さんは「もう訓練は終わったのだから今までと同じよ

うに接すればいいや」と思い始めます。 すると犬は次第に「な～んだおうちでは指示に

従わなくても叱られないんだ」と理解するようになり、当然もとに戻ってしまい犬と飼い

主さんはお互いにまた不幸な生活へと戻っていきます。 

 

  私は犬も飼い主さんも幸せに暮らすにはどうしても飼い主さんを変える必要があるこ
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とを痛感し「どうしたら飼い主さんが犬に対する接し方を変えてくれるのだろう？」と真

剣に考えるようになりました 

  

 独立 

 

 そんなある日、ふと立ち寄った書店で日本の航空会社の元フランス支店長がヨーロッパ

の犬のトレーニング方法や飼い方を紹介した本が眼にとまり、読み進んでいくとその内容

にものすごく衝撃を受けました。なぜならその内容があまりにも私が行っているトレーニ

ングの方法と違っていたからです。 

  

 訓練方法もそうですが、ヨーロッパでは訓練士が犬に訓練をするのではなく、飼い主さ

んが犬を訓練して訓練士はその飼い主を指導することが一般的に行われている事を知り、 

「ヨーロッパの訓練方法が学びたい！」そのときまた、私の心の中に運命的な感情がふつ

ふつと湧き上がってきたのです。 

 

私は学生時代から独立に興味があり、いつかは独立して自分でビジネスを立ち上げよ

うと思っていました。私の勤めていた訓練所の訓練方法は厳しいものではありましたが、

もちろん犬がよくなって喜んでくれる飼い主さんも多くいましたので訓練士の仕事は大好

きでしたので「よし！ヨーロッパの訓練方法を学んで独立しよう」と決心したのです。 

 

 こうと決めたらぐずぐずしていられない性格の私はわずかな資金を基に訓練所を辞めて

とりあえず独立してしまったのです。 

 

 独立したのはいいのですが、わずかな資金では訓練所を出すことも出来ず、とりあえず

資金０円でもできる出張トレーナーとして仕事を始めました。 

 

 出張トレーナーになるのに必要なものは、もちろん犬を扱う技術は必要になりますが後

は何もいりません。 

 

 出張トレーナーは飼い主さんから依頼があると飼い主さんの家に伺って飼い主さんと一

緒にトレーニングを行います。 

 

 このときのトレーナーの商品は犬をコントロールする技術と知識だけですからコストが

全くかからないんですね！ 

 

 ですから多くの訓練士さんやドッグトレーナーたちは独立するときはリスクのない出張
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トレーニングから始めます。 

 

 今まで厳しい訓練方法しか知らなかった私は新しい知識も情報も持ち合わせていません

ので運命の本を書いた著者の本を中心にヨーロッパのトレーニング方法を紹介している本

を探してはむさぼるように独学で勉強を始めました 

 

 ヨーロッパのトレーニング方法はおやつや玩具を使用して犬のやる気を引き出す「モチ

ベーショントレーニング」というものでした。 

 

 それ以外にも動物行動心理学を利用したトレーニング方法があったりと私の興味を引き

出すには十分な理由がたくさんありました。 

 

 フィリッパ・ウイリアムズとの出会い 

 

 私は今までの厳しい訓練方法から徐々にヨーロッパの「犬のやる気を引き出すトレーニ

ング方法」へと変えて行きました。 

 

 ある日、神奈川県の訓練所でイギリスからトレーナーを招いてセミナーを行うと聞きつ

け、本物のヨーロッパ人のトレーナーに教えてもらう機会はめったにないと思い、その頃

では結構高額なセミナー料金を支払いましたが、早速セミナーを受けることにしました。  

 

 イギリスのトレーナーはどことなくダイアナ妃に似たフィリッパ・ウイリアムズという

女性のトレーナーです。 

 

 彼女はイギリスやアメリカにある世界的に有名な家庭犬専門のトレーナーの団体である

アソシエーションオブペットドッグトレーナーズ（APDT）のメンバーでした。 

 （正確にはイギリスとアメリカの APDT は違う組織です。私もイギリスの APDT メンバ

ーです） 

 

 さらにフィリッパはイギリスで APDT のメンバーになることを希望するトレーナーを審

査するアセッサーでもありました。 

 

 そこで私はフィリッパから始めてクリッカートレーニングや学習心理学を学んだのです

がその内容に、大げさではなく本当に目からうろこが１００枚ぐらい落ちる感じでした。 

 

 セミナーはワークショップ形式で自分の犬を連れて参加できました。 
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グループレッスンのような形でフィリッパの講義を受けたのですが、何よりも感じた事は、

フィリッパは受講者が失敗してもいやな顔ひとつ見せず丁寧にどうすればよいか笑顔で説

明してくれます。 

  

 そして飼い主と犬がちゃんとできたときは大げさなぐらいに飼い主さんを褒め、講義の

間中ジョークが飛び交い笑い声が絶えない楽しい講義でした。 

 

 それは、犬はもちろん楽しく学び、さらに飼い主も褒められながら楽しくトレーニング

方法を学べる素晴らしい飼い主のためのモチベーショントレーニングだったのです。 

 

 この方法は今まで私が知っているどんなトレーナーもやっていない新しい方法でした 

 

 私は「これだ！これこそが私の求めていたトレーニングだ」と確信しフィリッパがイギ

リスに帰ってからも連絡を取り続け、それ以来毎年フィリッパのいるイギリスを訪れトレ

ーニング研修を続けています。 

 

 毎年イギリスに２週間ほど訪れるのですが大体フィリッパの家のそばにある「B & B」（イ

ギリスなどにあるベッドとブレックファーストのみ提供してくれる宿）に泊まりトレーニ

ングを受けます。 

 

 私は当初、見ること聞くこと全てが新しく、毎日夕方になる頃には頭がパンパンになっ

ていました。 

 

 ですが、新しいことが吸収できるのですから毎日楽しくて楽しくて仕方ありません。 

 

 ドッグトレーニング以外にも BARF DIET（バーフダイエット：犬のための生食）やホメ

オパシー（ヨーロッパに古くからある民間療法）など何から何まで私の知っている常識と

は違うことだらけなのですよ。 

 

 ちなみに BARF DIET（バーフダイエット）とはオーストラリアの獣医師であるイアン・

ビリングハースト先生が提唱するボーン・アンド・ローフード（骨付きの生肉の食事）と

いうものです。 

 

 その昔、犬の祖先である狼は捕まえた獲物を調理して食べていたわけではなく、生のま

ま食べていました。 ですから犬の食事も生の方が良いと言われるものです。 
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 フィリッパはその当時ゴールデンレトリバーが３頭、ラブラドールレトリバーが３頭、

ボクサーが１頭の計７頭の犬がいましたので（今はもっと増えています^^;）家には特大の

犬用のフリーザーが２台あり中身は鶏肉やその他の肉で一杯になっています。 

 

 今では日本でも犬の食事に手作り食を行っている方は増えてきましたが私がイギリスに

行き始めた２０００年ごろはまだまだ手作り食や生食は一般的ではなく、親しい獣医師の

先生から「生肉を犬にあげたら犬が凶暴になるんじゃない？」といわれた記憶があります。 

 

 ホメオパシーとは同每療法といわれるヨーロッパではとてもポピュラーな治療法です。

植物、鉱物、動物からエキスを抽出してチンキを作り、そのチンキを水とアルコールで天

文学的な分量まで薄めます。 

 

 その液体の中にはチンキの成分は全く入っていない程薄めますので物理学的に言えばた

だの水なのですがエネルギーは水に溶けるそうで逆に薄めれば薄めるほどそのエネルギー

は強くなるそうです。 

 

 そのエネルギーを溜め込んだ水分をシュガーボールに染み込ませたレメディーといわれ

る物を症状に合わせて摂取します。 

 

 イギリスではよく犬にも使用され、ワクチンの代わりにホメオパシーで代用するケース

もあるそうです。 

 

 フィリッパは犬たちが怪我をすると動物専門のホメオパス（ホメオパシーの薬剤師のよ

うな人）に電話をしてどのレメディーがよいか聞きながら与えていました。 

 

 日本でも最近はフラワーレメディーやホメオパシーが知られるようになってきましたが、

２０００年ごろは「何ですかそれ？」って感じで気味悪がられていたんですよ。 
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第２章  トレーナーのお仕事 

 

 ドッグトレーナーって何をする人？ 

 

 ドッグトレーナーの仕事って単に犬に躾をするだけではなくて飼い主さんとの係わりが

非常に大切なんですね！ 

 

 もちろん一頭の犬には一人以上の飼い主がいますから必ず飼い主さんとお話をしなけれ

ばなりませんし、先にも書いたように犬のしつけは飼い主さん自身が行わなければ絶対に

良くなりません！ 

 

 ですからドッグトレーナーのお仕事って言うのは飼い主さんに犬のしつけ方をお伝えす

る事が仕事なんです。 

 

 独立後、私はフィリッパに教わった最大の武器である「犬も飼い主も楽しいトレーニン

グ」を中心にクリッカートレーニングや食事のこと、ホメオパシーのことなどを生徒さん

にお伝えしてきました。 

 

そうするとそれが口コミになってどんどんお客様が集まってきたんですね。 

 

 それと前職のホテルマンとしてのあたりの柔らかさも受けたようです。 

私が「前職はホテルマンだったんですよ」と言うと「そうなの！だからあたりが柔らかい

のね！わかる気がする」と言われたことが１度や２度ではありませんでした。 

 

 その反面、私はお客様の相談に乗るときは真剣になりすぎてかなり無礼なことを言って

しまったりすることもあります。 

 

 私の場合、飼い主さんと犬がどうしたら幸せになれるかを真剣に考えてお話ししている

とお客さんにもかなり辛辣なことを言ったりしていたんですね！ 

 

 子犬に毎日１２時間も留守番させているご夫婦に「今のままでは躾も出来ませんし貴方

も犬も不幸になってしまいますから手放す事も考えてください」などと言ってしまったこ

とも何度かあります。 

 

不思議なものでそんなことを言われても「この人本気で私と犬の事を考えてくれている」
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と思ってくれるようで奥さんがフルタイムの仕事から犬の世話が出来るように近所のパー

トタイムの仕事に変わってくれたり、さらにお客さんを紹介してくれることもあるんです

ね！ 

 

 もちろん動物病院やペットショップに営業に行ったときもありますが、ありがたいこと

に新規客の９割以上は生徒さんの口コミで集まってくる方ばかりでした。 

 

 これは余談ですが、たまに仲のよい飼い主さんに冗談で「うちは３人紹介しないと卒業

できませんから」などと脅かすのですが、飼い主さんももちろん冗談だと分かっているの

ですが本当にお客様を紹介してくれたりするんです！ 

 

 それと私はガンドッグと言うドッグスポーツもやっていますのでそのドッグスポーツに

興味を持っていただいたお客様も集まってくれました。 

 

 フィリッパはガンドッグ（レトリバーなどの鳥獣犬の総称）トレーニングのトレーナー

でもあったので私は運良くガンドッグのトレーニングも教えてもらうことが出来たのです。 

 

 ガンドッッグは本来はハンターが打ち落とした鳥を回収するドッグスポーツなのですが 

一見単純に見える作業が実際に行ってみるととても奥の深いエキサイティングなドッグス

ポーツなのです 

 

 日本では本物の鳥を打ち落とすと言った習慣があまり一般的ではないのでキャンバス地

で出来たダミーを使用して練習や競技を行います。 

 

 私の愛犬の小梅はゴールデンレトリバーなのでイギリスでフィリッパから教わったガン

ドッグトレーニングを日本に帰って早速小梅に試してみます。 

 

 試行錯誤をしながら２年ほどトレーニングを続けると小梅もようやくガンドッグらしく

なってきたではないですか！ 

 

 しかし、日本では全く存在すら知られていないガンドッグの競技を一人でやっていても

面白くありませんから、トレーニングを教えている生徒さんの中からレトリバーの飼い主

さんに声をかけガンドッグのトレーニングを始めました。 

 

 そうこうしているうちにホームページを通してガンドッグに興味を持つ人たちが増え、

皆さんの力を借りてガンドッグレトリーブトライアル協会なるものを設立し、競技会を開
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くまでになりました 

 

 今では協会（GRTA）も１００ペアーを超える大所帯となりレトリバーと競技を楽しむ飼

い主さんも増えてきました。 

 

 これも全てフィリッパのおかげですね！感謝 

 

 

 パピーナーサリー（子犬の保育園） 

 

私はそのようにして１０年ほど出張トレーナーとして活動してきたのですが、おかげさま

でそこそこ売れっ子のトレーナーとして忙しくしていました。 

 

収入も忙しいときは月に７０万円ぐらいは稼ぐことが出来ていました。 

 

 かといって忙しすぎて遊ぶ時間もありませんからせいぜい贅沢は独立したときに買った

移動用の軽自動車から中古のフォードにしたぐらいです。 

 

 独立してから１年後には自分だけでは仕事が回りきらなくなりスタッフも２人抱え３人

体制で出張トレーニングをこなしていました。 

 

 しかし、仕事と言うものはもちろんいつもいつもうまくいく訳でもなく波があるのです。 

食事をする時間もないほど忙しいときもあれば１日１時間しか仕事が入っていないときも

あります。 

 

 さらにスタッフを抱えていると毎月決まった額の給料を支払わなくてはなりませんから

責任も出てくるわけですね！ 

 

 そこで私はシステムを変えることを決意しました。 

 

 実は初めてイギリスを訪れたときにロンドンのトレーナーがやっている犬のデイケアー

施設に連れて行ってもらった事があったのです。 

 

 そのときにそこのスタッフから「ここに来ている犬たちは皆社会化不足で怖がりな子ば

かりなんだよ」と聞いたことがあり、私は「日本も社会化不足で怖がりな犬がたくさんい

るから日本にこそこんな施設が必要なんではないか」と考えていたのです。 
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  仕事柄、私のところに依頼が来る犬たちは問題を抱えている子が多いのですが、その

７割以上は吠える攻撃するなどの社会化不足から来る問題行動なのです。 

 

犬には子犬の時にしかない社会化期という重要な時期があり、この時期を逃すともうその

犬は社会化することは出来ません。 

 

 実は社会化は子犬の脳の発達と関係があり、生まれて３週間ほどの子犬はまだ恐怖心を

感じる脳が未発達で、好奇心が強く何にでも興味を持ちます。 

 

 この頃は自然の状態ではまだ巣穴からあまり遠くへ行くこともなく周りにいる親兄弟と

無邪気に遊び仲間や巣穴の周りの環境に親近感を抱きます。 

 

これがいわゆる社会化期と言われる時期です。 

 

生後３ヶ月に近くになると子犬の脳は成犬とほぼ同じ状態に発達し、子犬の行動範囲も広

くなりますが野生の環境では巣穴から離れた場所で見知らぬ動物に会ったとき好奇心から

近寄っていくと殺されてしまう可能性がありますから、見たことのないような動物や物に

は警戒しなさいと脳が指令を出すようになります。 

 

そして３ヶ月を過ぎる頃に子犬は好奇心よりも恐怖心のほうが強くなって社会化期は終わ

るのです。 

 

 ですから飼い主さんは子犬を飼い始めたら大急ぎで飼い主以外の人や他の犬、色々な乗

り物や動物などこれからその子が出会うであろう全てのものに慣れさせていく必要がある

のですね！ 

 

 もしこの時期に社会化を怠ると、かなりの確立で恐怖心から過度に吠えたり攻撃したり

する犬になる可能性が高くなります。 

 

 社会化不足から起こる無駄吠えや攻撃は中々治すことが難しく、治ったとしてももの凄

く時間がかかります。 

 

ですから根本的に子犬の時から社会化トレーニングを行わなければ問題は解決しません。 

 

 そこで私はいつか日本でパピーナーサリー（子犬の保育園）をはじめようと思っていた
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のです。 

 

 ビジネス的に出張トレーニングはマンツーマンのトレーニングですから一日に訪れる飼

い主さんの人数は限界があるのですが一度に沢山の犬が集まることの出来るパピーナーサ

リーでしたらより多くの収益につなげることが可能です。 

 

 ここでもまた、私の「思い立ったら即行動」癖がむくむくと湧き上がってきて決断して

から１ヵ月後にはパピーナーサリーをオープンしていました。 

 

 幸いに私の住居の犬好きな大家さんがパピーナーサリーの趣旨を理解してくれて場所を

快く提供してくれました。 

 

新店舗は家賃と駐車場込みで１０万円の２LDK のアパートを改造して始まりました。 

 

 まず、内装ですが１６畳ほどある LDK をお客様用のスペースとプレイルームの２つにラ

ティスで仕切らなければなりません。 

 

 それと安全性を考えて玄関と入り口に門を付けて犬が勝手に飛び出さないように２重扉

にします。 

 

これは素人の私には出来ませんので大工さんに頼みました。 

 

各部屋にエアコンを付けハウストレーニング用のハウスを数個用意すれば出来上がりです。 

 

 部屋の契約代からエアコン代、大工さんに支払った費用など全て足して約１００万円で

出来上がりました。 

 

さて、箱は出来上がりましたので今度はトレーニングの内容です。 

 

私はイギリスで教わったパピーパーティーを２０００年ごろから日本で活発に行ってきま

した。 

 

 パピーパーティーとは、子犬を集めて子犬同士遊ばせたり、色々な人からおやつを貰っ

たり抱っこしてもらったり、飼い主さんに子犬の扱い方をお伝えしたりする欧米では盛ん

に行われている子犬の社会化プログラムです。 
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 最近は動物病院等でよくパピーパーティーが行われ「子犬の社会化が随分浸透してきた

な～」と嬉しく思いますが、当時パソコンで「パピーパーティー」と検索しても全く情報

がありませんでしたから日本でパピーパーティーを行っているのはおそらく私だけだった

と思います。 

 

 私のパピーパーティーはイギリスでフィリッパが行っていたパピーパーティを、さらに

飼い主さんに楽しんでもらえるように私なりにアレンジした内容です。 

 

 最近「今まで参加したパピーパーティーの中で森山先生のパピーパーティーが一番良か

った」と言っていただいたのがとても嬉しかった経験です。 

 

 パピーナーサリー（子犬の保育園）ではそんな内容にプラスして基本的なお座りや伏せ、

横について歩くなどのしつけを行います。 

 

  私はたくさんの子犬と触れ合えるパピーパーティーが大好きでよく行っていたのです

が、パピーナーサリー（子犬の保育園）は毎日かわいいパピーたちと一緒に過ごすことが

出来ます。 

 

しかもその子たちの一生を左右するような大事な仕事なのです！ 

 

この仕事には責任があります。 

 

子犬の時期に犬が嫌いになってしまえば一生犬嫌いになる可能性が大です。 

 人が嫌いになれば一生人嫌いになってしまう可能性大です。 

 

 そうしたらその子は一生びくびくしながらおびえて暮らさなければなりませんし、飼い

主さんも他の犬や人を避けながら散歩したりしなければなりません。 

 

犬の寿命は１０数年間ありますから１０数年間つらい思いをすることになるんですね。 

 

 ですから子犬の社会化と言うのはあまり知られていませんが犬を飼ったら本当に本当に

必ず教えなければならないことなのです。 

 

第３章  ミッション 
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 ドッグトレーナー養成スクール 

 

 イギリス人は多くの犬種を作り出してきました。なぜそんなに多くの犬種を作ったかと

言うとイギリス人は犬と一緒に狩をしたり犬と一緒に羊を集めたり犬と仕事をするために

多くの犬種を作り上げたのです。 

 

 そんなイギリス人が自分たちの作った犬をコントロールできなかったら多くの犬種を作

る意味がなかったはずです。 

 

 もちろんイギリスでも最近は都会でペットとして飼われている犬も多いのですが、もと

もとは犬と仕事をする歴史の長い国ですからイギリス人は犬をコントロールすることに長

けているのです。 

 

 私はイギリス人には犬をコントロールする DNA が最初から入ってているのではないか

と思うぐらいです。 

 

それでは日本の犬文化はどうでしょうか。 

 

 戦後、日本では「狂犬病を撲滅するために犬は繋いで飼いましょう」という決まりが出

来ました。そして、その辺をうろうろしている犬は捕まえられ殺処分されました。 

 

 ですからそのおかげで日本には狂犬病がなくなったのですがその代わりに「犬は庭で繋

いで飼う」と言う番犬文化が出来上がってしまったのです。 

 

 日本では庭先に犬を繋いで、知らない人が来れば吠えてくれればよかった訳ですから犬

をコントロールする必要はなかったわけですね！ 

  

 そんな訳で私はイギリスの犬文化に大変興味を持っていますので、イギリスを訪れると

必ず犬ウォッチングをします。 

 

 ロンドンのど真ん中にあるハイドパークにはヨチヨチ歩きの赤ちゃんを連れたお母さん

とオフリードで犬と散歩をする人たちが共存しています。 

 

 電車には普通にペットのシェパードが乗り込んできますが周りの人は別に驚くわけでも

なく迷惑そうな顔をするわけでもなく、当たり前に受け入れているのです。 
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 世界的に有名なドッグショー「クラフト展」では広大な建物の中にドッグショーの会場

があり、数百店の犬グッズを扱った色々なお店がひしめき、ショーに参加する人と犬、犬

を連れてショーを見学にくる人たちでごった返しています。 

 

 おそらく建物の中には数百頭の犬がひしめき合っていますがワンワンうるさく吠える犬

も喧嘩をする犬も全くいないのです。 

 

 しかも４日間開催されている間中、一度も室内でマーキングをしている犬を見ることも

ありませんでした。 

 

なぜこんなに日本とイギリスでは違うのでしょうか？ 

 

犬が違うのでしょうか？ 

 

そんなことはありませんね！犬は同じです。 

 

飼い主の意識が違うのです。 

 

 イギリス人は元々犬と生活を共にする文化の深い国民ですから先祖代々犬を飼い、しつ

けをちゃんとして、コントロールしていますからどこにでも同伴します。 

 

 もちろんイギリスの犬文化をそのまま日本に持ってくることはできないと思いますが、

いつか日本もそんな風に犬と人間が上手に共存できるようにしていきたいと思います。 

 

私は日本に正しい子犬の社会化を浸透させることがミッションだと考えています。 

 

 日本でも子犬の社会化が当たり前になれば、犬たちが皆フレンドリーになり、今よりも

もっと社会に受け入れられヨーロッパのように犬が電車に乗れたり公園でノーリードで散

歩することの出来る社会がいずれくるのではないかと思います。 

 

しかし、この大事業は私一人の力では行うことは出来ません。 

 

この大事業には協力してくれる仲間が必要です。 

 そこで私は子犬の社会化を正しく伝えられるドッグトレーナーを養成するスクール「プ

レイボゥ・ドッグトレーナズ・アカデミー」を立ち上げたのです。 
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 子犬の社会化を正しく伝えられるドッグトレーナーが増えれば尐しずつでも日本の犬を

取り巻く環境を変えることが出来はずです！ 

 

 そして、アカデミーの卒業生がチームを作って子犬の社会化を日本に広げ、最終的には

ドイツのように日本のペットの殺処分を限りなく０に近づけたいと思っています。 

私たちの考えに共感していただけた方は是非ご連絡いただければと思います。 

 

最後まで眼を通していただきありがとうございました。  森山 敏彦 

 

 

 

１９９５年コンパニオンドッグスクールプレイボゥ設立 出張トレーニング開始 

２０００年より毎年イギリスにてドッグトレーニング研修を行う（継続中） 

２００１年クリッカートレーーニングを日本に紹介 

２００１年パピーパーティーを始めて日本で開催 以降関東を中心に各地で開催  

２００３年イギリスよりフィリッパ・ウイリアム女子を日本に招いてセミナーを行う 

２００４年プレイボゥパピーナーサリー稲城店 設立 

２００５年イギリス視察ツアー開始 

２００６年パピートレーナードッグトレーナー養成講座スタート 

２００６年スウェーデンよりエヴァ・ボットフェルト女史を招いてセミナーを行う 

２００８年パピーナーサリー・プレイボゥキッズ川崎店 設立 

２００９年ドッグトレーナー養成コースリニューアルオープン 

英国 APDT（英国ペットドッグトレーニング協会）公認インストラクター  

JAPDT（日本ペットドッグトレーニング協会）事業企画委員 

GRTA（ガンドッグレトリーブトライアル協会）会長 

PET&I総合スクールドッグトレーニング講師 

東京コミュニケーションアート専門学校ドッグトレーニング講師（０４年～０６年） 

雑 誌 掲 載 記 事 「愛 犬の友 」・「WAN」・「レトリバー」 その他多 数 

出 演 TV 

テレビ東京 ダメ犬 しつけ王 その他 

書籍ワンちゃんの知能を伸ばすコツ５０  メイツ出版 （監修）  


